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はじめに―宮沢賢治の詩「ロマンツエロ」―
　　　　　　ロマンツエロ　　　　　宮沢賢治
　　　あななつかしや　なつかしや
　　　こは毘沙門のおん矢なれ
　　　天の功徳のそが故に
　　　事とてならぬ年なくて
　　　はや身は老ひし七十路の
　　　すでにこゝろのたかぶりて
　　　諸仏菩薩をあなづりて
　　　悪道近きをあはれみまして
　　　射てとたまひしおんかぶらやなり
　本稿で取り上げる宮沢賢治作品中、特に詳論す
るものは「ロマンツエロ」1）の名で通っている上
記の文語詩で、いわゆる「雨ニモマケズ手帳」に
記されている。
　この手帳には、有名な「雨ニモマケズ」が記入
されているため、仮に「雨ニモマケズ手帳」と名
づけられた手帳で、賢治の遺した 14 冊の手帳の
うち、時期的には最後のものである。その使用時
期は『新校本宮澤賢治全集　第十三巻（上）』では、
1931（昭和６）年 10 月から約２ヶ月の間である、
と推定されている。
　賢治は手帳上でこの詩の推敲を重ねており、そ
の最終形が、前記の詩である。
　筆者ら（米地・一ノ倉・神田、2013）は宮沢賢
治の毘沙門天に関わる詩を取り上げて、それらか
ら読み取れる北上山地の蝦
エミ
夷
シ
圏に向けた彼の眼差
しについて論じた。その論文の扱った詩のほかに、
賢治には、さらにもう一篇、毘沙門天の登場する
詩があった。それが、このいわゆる「ロマンツエ
ロ」である。
　しばしば「雨ニモマケズ」が詩であるのかどう
かが問題になるが、「雨ニモマケズ」には実はタ
イトルがない。それに対して、同じ手帳の中に書
かれたこの詩には「ロマンツエロ」というタイト
ルらしきものが付されている。すなわち、「雨ニ
モマケズ」は詩と断定はできないが、「ロマンツ
エロ」の場合は明らかに賢治最晩年の詩のひとつ
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要　　　旨　　 　宮沢賢治の「ロマンツエロ」は、老人が毘沙門天から鏑矢を賜ったと感動している様
子が詠われている。従来、題名が相応しくない、毘沙門天は弓矢を持たない、宗教的内
容らしいが何を意味するか不明、など謎の多い詩とされていた。しかし実は「ロマンツ
エロ」はハイネに倣って譚詩集を意味し、その詩集に収めるつもりの無題の詩であった
し、毘沙門天が弓矢を持つ例もあるので不自然ではない、など謎は解明できた。最大の
謎であったこの詩のテーマは、前半生では戦いの悪業を重ねた藤原清衡が老境に入って、
平和な時代を迎え敵味方その他万物の供養を行おうとの仏心を起こし、毘沙門天から鏑
矢を賜り、仏國土を創って償うよう命じられた、というものであった。達谷窟の毘沙門
天が清衡に宗教都市平泉の建設と中尊寺の建立を発意させた、という賢治流の縁起物語
の詩なのであった。
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であることが確かである。
　前掲の毘沙門天に関わる賢治の詩について論じ
た筆者ら（米地・一ノ倉・神田、2013）は、これ
までの諸見解、すなわち大和朝廷の勢力圏の北進
に従って北上山地西縁の毘沙門堂群が次々と作ら
れていったという歴史的解釈と、それを踏まえた
賢治の詩の成立、という考え方とは異なる結論に
達した。すなわち、北上山地西縁の毘沙門堂群は
東方のエミシ圏域と対峙する在地の軍事首領、恐
らくは安倍氏、清原氏あるいは藤原氏が設けたも
ので、彼らにとって領地奥六郡の東の境界線であ
り、その境界意識が賢治の詩にも表れていると、
筆者らは考えたのでる。
　毘沙門天と関わる賢治の詩について、このよう
な新解釈が成り立つならば、いわゆる「ロマンツ
エロ」についても、その毘沙門天を新しい視点で
見直すことが必要になる。従来その内容について
論じられたことはほとんどなかったようである。
その少数例の一つである小倉（1978）は賢治の何
らかの宗教的幻想から生まれた作品と述べるにと
どまり、作品の具体的な背景については論じてい
ない。また門屋（2000）も「法華行者としての賢
治の、自己を責めさいなむ姿がうかがわれる」と
語り、ともに、賢治の内面の作り出した幻影のよ
うに解している。
　だが、この詩には賢治の投影とは考えにくい語
彙が使われており、何らかの史実を踏まえた譚詩
（物語詩）であると筆者らは推定した。
　筆者らは前記の論文では北上川流域の北東部に
位置する毘沙門堂群を取り上げた宮沢賢治の作品
について論じた。この「ロマンツエロ」の毘沙門
の祀られた堂もまた地理的には北上川流域のどこ
かに位置し、ほぼ同時代に、共通の考えに基づい
て設置された可能性が大であると筆者らは考え
た。そしてその位置を現平泉町南西部の達谷窟で
あるという仮説を立てた。
　それは晩年の賢治の作品が、かつて口語詩もし
くは短歌の形で書いたものを文語詩に作り直す
か、あるいはこの時期の彼自身の病状を描いたも
のか、あるいは彼の晩年の職場であった現一関市
東山ないしは乗換駅の一関駅周辺地域をテーマと
する物語的なものか、のいずれかであり、一関近
郊でもある達谷窟である可能性が高い、と推論し
たからである。
　すなわち、この詩は北上川流域のほぼ中央部で
ある一関周辺の史実もしくは伝説に詩想を得たも
のという仮説が導かれる。結論を先に述べるなら
ば、筆者らはこの仮説を検証した結果、このいわ
ゆる「ロマンツエロ」の中の毘沙門堂はやはり達
谷窟にあり、語り手というべき老人は藤原清衡で
あると考えたのである。
（米地文夫 ･神田雅章）
Ⅰ　「ロマンツエロ」とは何か
1．賢治の「ロマンツエロ」とその問題点
（1）いわゆる「ロマンツエロ」の推敲過程
　本稿の文頭に掲げた文語詩「ロマンツエロ」は、
「雨ニモマケズ手帳」と呼ばれている手帳上で推
敲を重ねたものの最終形であった。
　この詩は当初、次の四行の詩として書きつけら
れたものである。（新校本全集第六巻に依る）
　　　あななつかしや　なつかしや
　　　こは毘沙門の賜へる矢なり
　　　わが身の乱をあはれみて
　　　おんかぶらやを賜ひしか
　その後、賢治は推敲を重ねて前述の九行の詩と
している。ただし、新校本全集第十三巻の中のこ
の詩の最終行は「射てとたまひしおんかぶらやな
り」とあるのに対して、同全集第六巻では「射て
見たまひしおんかぶらやなり」と変っている。ま
た第十三巻の校異篇には「射てぞたまひし」とも
読めるとある。小倉（1978）のこれを「と」と判
読するのが妥当であるという考えに、筆者らも同
感である。
　なぜなら、「射て見たまひし」や「射てぞたま
ひし」では賜うは単なる尊敬語で、毘沙門天が射
て見たという風にしか解せないからである。当初
の「毘沙門の賜へる矢」という発想を引き継げば、
「射てとたまひし」と、毘沙門天から贈られた矢
ということになり、かつはその矢を射よと命じら
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れたということになる。
（2）小倉豊文の先行研究と門屋光昭の論述
　この文語詩に関する先行研究は少ないが、それ
はその内容が多くの謎に満ちており、その謎につ
いて語った小倉の見解を超えることができなかっ
たためである。小倉は『宮沢賢治「雨ニモマケズ
手帳」研究』（1978）において、賢治が成島の毘
沙門天を題材にし、しかも実際にはその像を実見
せずにこの詩を詠んだと推論している。それは
実際に見ていれば「毘沙門のおん矢」が登場する
はずはないということから抱いた疑念によるもの
で、さらに「ロマンツエロ」と題したことにも疑
問を持っている。以下に、その原文を一部掲げる。
　　 　この手帳の詩の「毘沙門のおん矢」にも問
題がある。毘沙門の持物については前述した
のが普通で、弓矢を持ったものは私の管見に
は無い。儀軌を渉猟しても極く特異なものに
僅かな例はあるが、恐らく実像は無いのでは
あるまいか。愛染明王・五大明王などには弓
矢の持物が普通であるから、その何れかの記
憶ちがいか幻想の産物なのではなかろうか。
どう考えても「ロマンツエロ」らしからぬ詩
に「ロマンツエロ」と題した事情と共に、読
者の深遠博大な知識と深刻鋭利な観察からの
御教示を乞う次第である。
　「前述したのが普通で」とは、小倉が「左手に
宝塔、右手に剣か鉾か棒を執っているのが普通で
ある」といっていることを受けている。
　上記の小倉の記述のほかには、この難解な詩に
関する論考は極めて少ない。その少数例の一つが
門屋（2000）の著書である。前述の小倉の見解を
踏まえて、さらに、この詩に賢治の姿がうかがわ
れる、とする。そのくだりを掲げてみよう。
　　 ･･ この詩でも法華行者としての賢治の、自
己を責めさいなむ姿がうかがわれる。だから、
「ロマンツエロ」の詩題に救われる思いがす
るし、迫りくる死に多少とも錯乱状態にあっ
た賢治にいとおしさを私は感ずるのである。
実は毘沙門天は宝棒や剣などを持つが、弓矢
を持ってはいないから面白い。ここでも賢治
の創作、あるいは思い込みがある。
　このように門屋は小倉が「記憶ちがいか幻想の
産物なのではなかろうか」と疑問を述べた弓矢の
ことを「創作、あるいは思い込みがある」と断定
した。また小倉が「どう考えても「ロマンツエロ」
らしからぬ詩に「ロマンツエロ」と題した事情」
を知りたい、とした点を、門屋は賢治が錯乱状態
で付けた題であるように解している。
　しかしながら筆者らは、小倉の疑問も、門屋の
批判的な解釈も、ともに的外れであったと考えて
いる。賢治は正しく、本来の意味で「ロマンツエロ」
と題したのであり、また毘沙門天が弓矢を持つの
も当然のことで賢治の誤解ではないことを、以下
に論じたい。
　なお、丹治（1996）は、賢治が最晩年に用いた
二冊の手帳について、「疾中手帳」（1928 年 8 月
以降約二年間使用）には死を予感し、死に直面
した不安やおびえを示す詩が綴られているのに
対し、1931 年秋から用いた「雨ニモマケズ手帳」
では、死は影をひそめ、病苦にとってかわる、と
述べているのは卓見である。「雨ニモマケズ手帳」
のいわゆる「ロマンツエロ」も、門屋のいうよう
な賢治が「迫りくる死に多少とも錯乱状態に」なっ
て創った詩とは考えにくいのである。
2．「ロマンツエロ」は題名ではない
（1）７篇のロマンツエロ
　賢治の詩のなかに、ロマンツエロの語、ないし
はそれをローマナイズしようとした語が付された
もの（×などをつけ消したものも含む）は、次に
あげるように口語詩１篇①と文語詩６篇②～⑦と
の計７篇もある。
　　① 「春と修羅　第二集」補遺　「若き耕地課
技手の Iris に対するレシタティヴ」
　　　 下書稿「種山ケ原」　題名上方に鉛筆で
「Romanzelo」と書かれている。ただし×
がつけられている。1925.7.19 の日付あり
　　②「文語詩稿　五十篇」［月の鉛の雲さびに］
　　　 下書稿（四）「国道」にRomanzelloと横書き、
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のち消している
　　③「文語詩稿　五十篇」「流
ザ
氷
エ
」
　　　下書稿の文頭にロマンツエロと縦書き
　　④ 「文語詩未定稿」「Romanze　o 　開墾」
　　　（ローマ字一字分が欠落している）
　　⑤「孔雀印手帳」「ロマンツエロ」
　　　［雲深く山裳を曳けば］
　　⑥「雨ニモマケズ手帳」「ロマンツエロ」
　　　［あななつかしや　なつかしや］
　　⑦ 「文語詩稿　五十篇」下書き稿（二）「ロ
マンツエロ」［きみにならびて野に立てば］
　「文語詩稿　五十篇」は、1933 年夏、死期の近
いことを覚った賢治が定稿のために特注した原稿
用紙に清書し、表紙をつけたもので、最初の表紙
は失われ、弟清六が別紙にこの文字を書き代わり
としたという。
　したがって、賢治が考えた表書きの通りである
かどうか疑問が残り、そのまま詩集として印刷刊
行できる形にしてある。同様の状態の「春と修羅
　第二集」には「稿」の字が付いていないのであ
るから、筆者らは、この綴りも「文語詩五十篇」
と呼ぶ方が妥当である、と考えている２）。
　興味深いのは「ロマンツエロ」と仮名書きに
したものは 4 篇で、他の３篇はローマナイズし
ようとしたことである。その３篇は、いずれも
漢字の題名があるものに書き加えられているこ
と、ローマ字綴りの最後の -ro と書くべき箇所
を -lo、 -llo、 -o、と誤記していること、の二点
が注目される。
（2）「ロマンツエロ」は賢治の恋愛の詩か
　前掲の７篇の中には明らかに賢治の恋愛に関わ
る詩も含まれている。特に次の４篇では、恋人を
「きみ」と呼んで詠い込んでいる。
　　　③には「きみしたひこゝにきたれば」
　　　④には「きみと祈らばよからんを」
　　　⑤には「きみきたり訪ふにも似たり」
　　　⑦には「きみにならびて野に立てば」
　なかでも、次の恋愛詩 2篇は、しばしばロマン
ツエロの名で呼ばれ、ロマンツエロがあたかも恋
愛詩のことである、と解される原因となっている。
　〔きみにならびて野に立てば〕先駆形
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　　　 きみにならびて野に立てば／風きらゝかに
吹ききたり
　　　 柏ばやしをとゞろかし／枯れ葉を雪にまろ
ばしぬ
　　　 峯の火口にたゞなびき／北面に藍の影置ける
　　　 雪のけぶりはひとひらの／火とも雲とも見
ゆるなれ
　　　 「さびしや風のさなかにも／鳥はその巣を
繕はんに
　　　ひとはつれなく瞳澄みて
　　　山のみ見る」ときみは云ふ
　　 　 あゝさにあらずかの青く／かゞやきわたす
天にして
　　　 まこと恋するひとびとの／とはの園をば思
へるを
　〔雲ふかく　山裳を曳けば〕
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　　 　 雲ふかく／山裳を曳けば／きみ遠く去るに
かも似ん
　　　 丘群に／日射し萌ゆれば／きみ来り訪ふに
も似たり
　これらの詩で、賢治が「きみ」と呼んだ恋人は、
大畠ヤス子もしくは澤田キヌ３）であると考えら
れている。
3．「ロマンツエロ」の誤解を解く
（1） 「ロマンツエロ」イコール「恋愛詩」ではない
　小倉（1996）は＜ロマンツエロは独乙語の
Romanzero「忍ぶ恋路の歌」＞と解し、＜どう
考えても「ロマンツエロ」らしからぬ詩に「ロマ
ンツエロ」と題した＞と評した。門屋（2000）も
これを肯定的に引用している。
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　しかしながら、これは誤りである。ドイツ語で
は恋愛詩は、中世においては Minnesang, 近世以
降には Liebesbrief, もしくは Liebe Gedicht, と呼
ばれる。Romanzero とは呼ばないのである。
　賢治もそれを知っていた。それゆえ、「ロマン
ツエロ」の語を付しながら、恋愛と直接は関わら
ない詩、次の二篇も含まれるのである。
　　　② 「文語詩稿　五十篇」「国道」の下書稿［月
の鉛の雲さびに］
　　　⑥ 「雨ニモマケズ手帳」「ロマンツエロ」［あ
ななつかしや　なつかしや］
後者は文頭に掲げたので、以下には②を示す。
　［月の鉛の雲さびに］
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　　 　 月の鉛の雲さびに、　みたりあやつり行き
過ぎし、 
　　　 魚や積みけんトラックを、青かりしやとう
たがへば、 
　　　 松の梢のほのびかり、　霰にはかにそゝぎ
くる。
（2）「ロマンツエロ」は題名ではない
　複数のロマンツエロがあることは、それが詩の
題名でないことには必ずしもならない（二、三の
詩に同名がある例はある）が、四つの詩に用いた、
ないしは用いようとしたのは奇妙で、さらにロー
マナイズしようとしたものが三つもある。
　このことは、ロマンツエロが個々の詩の題名で
はなく、多くの詩を纏めたものの名であったこと
を示している。
　それは賢治が彼の口語詩を「心象スケッチ」と
呼んだことと似ているといえよう。彼の処女詩
集は、一般には『春と修羅』と呼ばれているが、
正しくは『心象スケッチ　春と修羅』という題
を付していた。その詩集に収められた口語詩の
なかにも、題のあとに括弧書きで mental sketch 
modiﬁed と付したものとして、「春と修羅」、「青
い槍の穂」、「原体剣舞連」の３編がある。
　「文語詩未定稿」の中に「Romanze　o　開墾」
という題のものがあるが、これはもちろん、＜
Romanzero の一つとしての「開墾」という題の
詩＞という意味である。
　したがって「雨ニモマケズ手帳」のなかの「ロ
マンツエロ」という題とされてきた詩は、［あな
なつかしや　なつかしや］と始まる無題の詩であ
る、という扱いが妥当であろう。
　ところが、同じ「雨ニモマケズ手帳」のなかに「ロ
マンツエロ」という題で呼ばれている［きみにな
らびて野に立てば］と始まる詩があり、しばしば
混乱を招いている。ただし一般には、この方は「文
語詩稿　五十篇」のなかに［きみにならびて野に
立てば］として、すなわち「ロマンツエロ」の語
なしに収められているので、その点で区別される
ことが多い。
　以上、「ロマンツエロ」の関連語のついた詩７
例を挙げた。
　おそらく、賢治は次章で述べるハイネに倣って、
ロマンツエロと題する詩集あるいはロマンツエロ
という副題を付した詩集を刊行したい、と思って
いたのであろう。そこで、日本語の題名が決まっ
たものには Romanzero と書こうとした。ただし、
スペルは曖昧な記憶のまま記入している。また、
題名が未定のものには、カタカナで「ロマンツエ
ロ」とのみ記しておいたのであった。
　しかし、死期の迫っていることを覚った宮沢賢
治は、最終的には詩集『ロマンツエロ』もしくは『○
○○○－ロマンツエロ－』を纏めることを諦めた
のである。
　そして彼の文語詩から、後世に遺すべきものと
して、五十篇と一百篇とを纏めてそれぞれ綴った。
これらに収めた詩からはロマンツエロの語は消し
た。しかし、それに洩れた〔あな　なつかしや・・・〕
の詩は、手帳上にロマンツエロと付したまま残っ
たのである。
4．ハイネの『ロマンツェーロ』と賢治
（1）ハイネと賢治
　前章で述べたように賢治はハイネの詩集『ロマ
ンツェロ』に倣って、自らの文語詩集『ロマンツ
エロ』を編むつもりであったらしいのである。
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　ドイツ語に堪能な賢治ではあるが、ハイネの詩
集『Romanzero ロマンツェーロ』は訳本で読ん
でいたらしい。なぜならば、原語で Romanzero 
とあるのに、Romanzelo とか Romanzello などと
誤記をしたり、Romanze o と r の入るべき所を
空けていたりしており、カナ書きにおいても、発
音に従ってロマンツェーロ、あるいはロマンツェ
ロとは書かずに、やや不自然な表記のロマンツエ
ロを用いているからである。
　これは、当時刊行されていた生田春月訳『ハイ
ネ全集　第二巻　新詩・ロマンツエロ』、（1920、
越山堂）で春月が用いた表記を、賢治が援用した
ためである。
　賢治は、ハイネ（Christian Johann Heinrich 
Heine, 1797- 1856 年）の詩が好きであった。例
えば童話「土神ときつね」には、狐が恋人の樺の
木に、ハイネの詩集を貸すという場面がある。
　 　「･･･ この詩集、ごらんなさいませんか。ハ
イネといふ人のですよ。翻訳ですけれども仲々
よくできてるんです。」
　　「まあ、お借りしていゝんでせうかしら。」
　 　「構ひませんとも。どうかゆっくりごらんな
すって。ぢゃ僕もう失礼します。はてな、何か
云ひ残したことがあるやうだ。」
　　「お星さまのいろのことですわ。」
　 　「あゝさうさう、だけどそれは今度にしませ
う。僕あんまり永くお邪魔しちゃいけないか
ら。」
　　「あら、いゝんですよ。」
　 　「僕又来ますから、ぢゃさよなら。本はあげ
てきます。ぢゃ、さよなら。」狐はいそがしく帰っ
て行きました。そして樺の木はその時吹いて来
た南風にざわざわ葉を鳴らしながら狐の置いて
行った詩集をとりあげて天の川やそらいちめん
の星から来る微かなあかりにすかして頁を繰り
ました。そのハイネの詩集にはロウレライやさ
まざま美しい歌がいっぱいにあったのです。そ
して樺の木は一晩中よみ続けました。･･･
　「土神ときつね」にはメモが記されており、土
神は「退職教授」、狐は「貧なる詩人」、樺の木が
「村娘」、とある。貧しい詩人の化身である狐はハ
イネの詩集が唯一の財産であった、という物語
で、いかに詩人賢治にとってハイネが憧れの存在
であったかが窺われる。
（2）ハイネのロマンツェーロ（Romanzero）
　ハイネの詩集のうち、最も親しまれているのは、
いわゆる抒情詩三部作で、現代においては次のタ
イトルで呼ばれることが多い。
　　　歌の本（Buch der Lieder, 1827 年）
　　　新詩集（Neue Gedichte, 1844 年）
　　　ロマンツェーロ（Romanzero, 1851 年）
　ハイネの詩は明治時代から和訳されてきたが、
賢治が読んだと思われるものは、その語彙から、
生田春月の訳のハイネ全集であると考えられる。
　1920 年、越山堂から、日本における最初のハ
イネ全集が刊行され、その第二巻が『新詩集・ロ
マンツエロ』で、翻訳者は生田春月であった。た
だし、この全集はこの第二巻を第一回配本とした
が、この一冊のみで終わったらしい。
　1925 年、春秋社から生田春月訳のハイネ全集
が発刊され、同年に第一巻『詩の本』と第二巻『新
詩集』、翌 1926 年に第三巻『物語詩』が刊行され
ている。
　賢治が「ロマンツエロ」と書いたのは、越山堂
の『新詩集・ロマンツエロ』の名から採ったもの
である。また、すでに近藤朔風の訳で「ローレラ
イ」の名が広く知られていたのに「土神と狐」で
「ロウレライ」と書いているのは、春秋社の『詩
の本』（現代では『歌の本』と訳されることが多い）
の生田春月の表記を採ったからである。
　Romanze は譚詩あるいは物語詩と訳される。
すなわち、いわゆるバラードにあたり、種々の物
語を詠っている。Romanzero はそれらを集めた
譚詩集あるいは物語詩集４）である。したがって、
小倉の＜「ロマンツエロ」らしからぬ詩に「ロマ
ンツエロ」と題した＞という記述は、ロマンツエ
ロを詩の題と解したことと、恋愛を詠う詩のみと
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解したことと、二重に誤解しているのである。
（米地文夫）
Ⅱ　毘沙門天と弓矢
1．かぶら矢は賢治の思いこみか？
（1）毘沙門天は弓矢を持たない？
　小倉（1996）が「毘沙門のおん矢にも問題があ
る。毘沙門の持物については前述したのが普通で、
弓矢を持ったものは私の管見には無い。」と述べ、
門屋（2000）が「実は毘沙門天は宝棒や剣などを
持つが、弓矢をもってはいないから面白い。ここ
でも賢治の創作、あるいは思い込みがある。」と
述べた。
　しかしながら、実はこれらの記述は正しくない。
確かに毘沙門天の持物といえば一般的には塔であ
り、弓矢をイメージする人はまずいないであろう。
我々が今日目にする毘沙門天像の多くが塔を捧げ
る姿であり、似通った姿の四天王像の中でも、多
聞天（＝毘沙門天）だけは塔を捧げることを目印
に容易に見分けることができる。
　塔は毘沙門天の標識といえるが、とはいえその
ことを以て直ちに弓矢との関係を退けるには及ば
ない。門屋（2000）が「実は毘沙門天は宝棒や剣
などを持つ」というが、多くが持っている「戟（げ
き）」を揚げていないのは適切でない。戟は枝刃
のある鉾を意味する。その点では小倉が「左手に
宝塔、右手に剣か鉾か棒を執っているのが普通で
ある」といっているなかに、鉾が入っていること
は正しい。
　礼拝像から離れ、仏教説話や民間信仰の中に例
を求めてゆくと、意外にも毘沙門天と弓矢との浅
からぬ関係が見えてくる。
　毘沙門天の儀軌類を紐解くと、持物について言
及するものは複数あるが、内容的には概ね二つの
タイプに集約される。
　一つは代表的な雑密経典である『陀羅尼集経』
で、四天王の形像を説く中で、毘沙門天について
「左手は矟
ほこ
を執り地に拄
ささ
え、右手は肘を屈して仏
塔を擎
ささ
げる」とする。
　いま一つは不空訳の密教儀軌『金剛頂瑜伽護摩
儀軌』で「左手の掌は塔を捧げ、右手は宝棒を執
る」と曼荼羅中の姿形を説く。手の左右の違いは
あるものの、片手に塔を捧げることは共通する。
（2）実際の作例にみる毘沙門天の弓矢
　その他、塔を持たずに腰に手を当てる鞍馬寺式
と呼ばれる姿を説く儀軌もあるが、いずれにせよ
持物に弓矢を挙げるものは後述する偽経を除いて
は見当たらない。
　ところが実際の作例についてみると、毘沙門天
と弓矢との関係はガンダーラの出家踰城図にまで
遡ることができるという。悉達太子を先導する弓
矢を持つ武人について、従来は魔王マーラあるい
は帝釈天とみなされてきたが、近年、これを毘沙
門天とする説が提唱されている。
　弓矢には暗闇を払いのける霊力があり、それを
手にする毘沙門天は闇夜の道案内役であるとされ
る。ただしここでの弓矢は出家踰城という主題と
密接に結び付いた表現であったためか、毘沙門天
の東漸の過程において継承されることはなかった
ようである。
　一方、尊名は必ずしも特定できないが四天王の
中の一尊が弓矢を持つ例がある。百済河成様と呼
ばれる四天王の白描図像のうちの一尊は、両手で
矢を構え弓は傍らに置く姿にあらわされる。
　また戒壇院厨子扉絵として知られる図中の四天
王の一尊は両手で矢を構え、弓を背負っている。
正倉院の漆仏龕扉の四天王図のうち増長天とされ
る一尊は右手は胸前で矢を握り、左手は垂下して
弓を持つ。弓矢の持ち方は三者三様であり、これ
らはいずれも唐代の図像を写したか、その強い影
響を受けて製作されたと認められる。
　唐においては、890（龍紀２）年の四天王図の
持国天（「東方提頭頼吒天王」の題記を有す）が
弓矢を持っており、製作年代と尊名が判明する一
例に挙げられる。
　その他、十二神将の中にもしばしば弓矢を持つ
一尊を見出すことができ、弓矢が矟や剣などと同
様に尊名を定めない武装像に通途の持物のひとつ
であったことがうかがえる。
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　なお毘沙門天の異形像の中に弓を執るものがあ
るので一瞥しておく。わが国でつくられた偽経と
みなされている『吽伽陀野儀軌』は十臂の姿を説
き、その持物のうちに弓と矢が含まれる。これと
図像は一致しないが愛知県稲沢市禅源寺には八臂
で弓矢を執る姿を描く室町時代の画像が伝わって
いる。
　また平安時代末の図像集『別尊雑記』には鎧を
着けない裸形で焔髪を逆立てる四臂の明王のよう
な姿の唐本毘沙門天図がみえる。塔と宝棒という
通常の持物に加え、下方の二臂は弓と矢を持つ。
信貴山朝護孫子寺にこれを彫像化した厨子入りの
小像が伝わる。
　これら異形像はいずれも一見しただけでは毘沙
門天と判別しかねる姿であり、作例も少なく、か
なり限定された信仰とみなされる。
　毘沙門天と弓矢の関係を最も明快に視覚化した
作例は奈良国立博物館所蔵の辟邪絵と呼ばれる
12 世紀に描かれた絵巻の断簡である。法華経の
持経者を鬼神から守ろうと毘沙門天が弓矢で鬼神
を射る場面があらわされる。
　毘沙門天は弓に矢をつがえて狙いを定め今まさ
に射放たんとするところで、その先には空中を飛
び去ろうとする天狗のような鬼神と、下には既に
射ぬかれて墜落した鬼神が描かれる。
　鎌倉時代の天台系の図像集『阿沙縛抄』には「世
人弓に箭をはけて引きたるを兜跋毘沙門と云うな
り」との説が見えるが、「兜跋」の意味について
はさておき、まさにそれは辟邪絵に描かれた姿と
合致する。これは説話絵ゆえの表現というべきで
あり、本来弓矢は毘沙門天の眷属の持物と考えら
れる。
　大英博物館所蔵の行道天王図では鬼神を射るの
は毘沙門天ではなくその眷属で、毘沙門天の五太
子のうち最も勇猛な獨健に比定されている。また
ボストン美術館の毘沙門天曼荼羅には弓と胡簶を
持つ眷属が描かれている。
2．説話や民間信仰にみる毘沙門天の弓矢
（1）霊験説話
　毘沙門天と弓矢の結び付きは寺院の霊験説話に
も見られる。
　毘沙門天信仰で名高い信貴山朝護孫子寺には、
聖徳太子が物部守屋の討伐を毘沙門天に祈願した
ところ、勝軍の秘法と六目の鏑矢を授けられ、こ
れにより太子は勝利し、伽藍を建立したとする縁
起が伝わる。
　寺蔵の「太子軍絵巻」には山中で扁額と鏑矢に
向かい祈願する太子の場面がある。この絵巻は詞
書を欠くものの、それに該当する 1721（享保６）
年の縁起文が伝わり、おおよその製作年代が推定
される。
　毘沙門天が聖徳太子に授けた矢は、戦勝祈願の
象徴として語られるが、物部守屋は単なる敵では
なく、廃仏を唱えたいわば仏敵であったことは留
意される。聖徳太子が物部守屋に勝利したことは、
仏教の勝利を意味する。
（2）民間信仰
　最後に民間信仰の事例をひとつ紹介したい。成
島毘沙門堂のある熊野神社に矢を奉納することに
ついて報告があるが、静岡県掛川市の小笠神社に
も同様の風習が見られる。小笠神社は成島の熊野
神社と同様、祭神を熊野から勧請しており、遠州
熊野三山のひとつに数えられる。毎年 11 月に行
われる矢矧祭は、神職が放つ破魔矢を氏子が奪い
合い、その矢を近隣の多聞天神社に奉納するもの
で、祭礼行事として定着している分、成島毘沙門
堂の例より分かりやすい。小笠山には天狗が住む
との伝承があり、辟邪絵にみる鬼神のイメージが
重なってくる。
　以上、毘沙門天と弓矢の関係を駆け足でみてき
た。両者はともに辟邪の性格を具えることから結
び付いたと考えられるが、その点については論じ
たことがあるのでここでは繰り返さない。
　一方、辟邪とはいえ、坂上田村麻呂が建立した
清水寺の本尊千手観音の脇立は勝敵毘沙門天と呼
ばれ、武田信玄、上杉謙信ら戦国武将の多くは毘
沙門天に戦勝を祈願した。毘沙門天の軍神・武神
としての信仰はあつく、弓矢もその象徴と理解で
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きるかもしれない。
　しかし本来、勝敵の敵とは仏敵のことであり、
弓矢は単なる武器ではなく、邪気を払う大悲の弓、
智慧の矢であった点に注意したい。
３．かぶら矢と毘沙門天
（1）鏑矢（かぶらや）とはなにか
　鏑矢（かぶらや）とは鏑を先端に取り付けた矢
をいう。鏃を付ける場合は雁又が一般的である。
　鏑矢の先につける鏑とは、鹿の角や木製の蕪根
のような形で、中をくり抜いて中空にし、数個の
穴を開けてあるもので、射ると、穴から風が入り
音を響かせる。
　現在では流鏑馬など故実の祭礼式などで使用さ
れ、また飾り矢として邪を払う縁起の良いものと
されているが、歴史的には、戦闘用ではなく、合
図や儀礼のために用い、願いをかけ神仏に奉納さ
れることも多い。
（2）成島の場合
　この問題に関連して、注目すべき指摘を行なっ
ているのは鈴木守（2009）である。同氏の成島の
三熊野神社・毘沙門堂についての紀行文の中に、
ロマンツエロに関連して「この詩の中の “かぶら
や ” に関してだが、三熊［野］神社の案内板の中
に “ 熊野神社に鏑矢を収めて戦勝祈願をした ” と
ある。従って、少なくともこの詩に登場する『毘
沙門』はここの成島の毘沙門である可能性が高い
と思う」と述べている。
　このように、毘沙門と鏑矢とのつながりを指摘
した点が注目される。
　ただし、ロマンツエロの毘沙門が成島のそれで
ある、という推論には疑問がある。これについて
は、次の章で触れたい。
　このような鏑矢を賢治は「毘沙門の賜へる矢」
とまず手帳に書き、推敲して「射てとたまひしお
んかぶらやなり」とした。毘沙門天が詩の語り手
に直接、鏑矢を手渡すということではなく、毘沙
門の射た鏑矢が語り手のところに届いた、という
ことであろう。
　これは、毘沙門天が射た矢が音を響かせて語り
手の傍らに着地し、あるメッセージを伝えた、と
いうことを意味するのである。
（神田雅章）
Ⅲ．七十路の人物：藤原清衡をめぐって
1．「七十路」の人物は藤原清衡
（1）藤原清衡の前半生
　いわゆる詩「ロマンツエロ」は、ある人物の語
りの形をとっているが、その語り手とは誰であろ
う。この場合、最も重要なカギとなるのは、自ら
の年齢について「はや身は老ひし七十路の」と自
らを詠っていることである。歴史上有名な人物で
70 歳を超えた例は少ない。
　毘沙門天や北上川流域の歴史に関わる人物から
70 歳以上に達した例を探すと、わずかに藤原清
衡が挙げられる。彼は陸奥国亘理の豪族亘理経清
と、安倍頼時の娘の有加一乃末陪の間の子として
1056（天喜 4）年生まれた。父の亘理経清は、藤
原秀郷（俵藤太）の子孫という。
　経清は前九年の役で安倍氏に味方し、源頼義に
敵対したが、厨川の戦いで敗れ、敗将として処刑、
惨殺され、安倍氏と最後をともにした。７歳であっ
た清衡は、母が敵将清原武則の長男清原武貞と再
婚したため、処刑を免れ、武貞の養子となり命を
救われた。
　1083（永保 3）年、後三年の役が清原家の内紛に
よって起こり、清衡は異父弟の家衡とともに義兄
真衡の本拠を攻撃した。しかし、陸奥守源義家が
真衡を支援して清衡・家衡を攻めたため、大敗し
て義家に降伏した。だが真衡が直後に急死し、義
家は清衡・家衡に清原領を分割相続させる裁定を
下した。この裁定に不満な家衡は、応徳3年（1086年）
清衡の屋敷を襲撃し、妻子らを皆殺しにした。難
を逃れた清衡は義家の助力を得て家衡を滅ぼした。
（2）藤原清衡の後半生
　この結果、1087（寛治元）年 32 歳の清衡は安倍、
清原両氏のただ一人の生き残りとして奥六郡を領
することとなった。のち、実父の姓藤原を名乗り、
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奥州藤原氏の祖となる。
　清衡は本拠地を豊田館としていたが、嘉保年中
（1094 年－ 1095 年）頃に、平泉に居を移し、都
市平泉の建設に着手し、1108 年には造営を開始
した。その落慶の翌 1128（大治３）年 8月 10 日
に死没した。数え 73 歳であった。
　長生きして天寿を全うしたように思われる人物
でも、例えば坂上田村麻呂などはこの年にとど
かず、54 才で病没している。まして戦いの結果、
敗死した安倍貞任、清原武衡はもちろんのこと、
勝者の源義家も 68 歳で没している。藤原三代の
中でも 70 歳代に達したのは清衡だけである。し
たがって、語り手の老人は藤原清衡と推定される
のである。
２．藤原清衡と毘沙門堂
（1）詩に描かれた毘沙門堂は成島ではない
　さきに述べた疑問、すなわち花巻市成島の毘沙
門天が、この文語詩の毘沙門であるとすることへ
の疑問、について述べよう。この詩の語り手が藤
原清衡ならば、成島の毘沙門天を思い描いている
筈はない。
　なぜなら、言い伝えでは、1062（康平 5）年、
前九年の役の折、源義家が戦勝を祈願し、その年、
安倍氏を攻め滅ぼすことができた、としているか
らである。その安倍氏滅亡の際、清衡の父、藤原
経清も安倍貞任の厨川の陣営にあって抗戦した
が、捕らえられ惨殺された。実の父親を死に至ら
せた戦いの勝利を祈って捧げられた鏑矢をありが
たく受け取るとは考えられない。
（2）詩に描かれた毘沙門堂は達谷窟であった
　筆者らは、この詩の毘沙門とは、老境の清衡が
新たに建設した都市・平泉の南西の達谷窟の毘沙
門堂に祀られていた毘沙門天であろうと推定し
た。この毘沙門堂は古代のメインロードである奥
の大道が藤原氏の直轄地の奥六郡に入る入口に位
置する。
　阿部（2003）によると、大道は南から磐井川を
渡り、石坂柵を通って五串（厳美）の古館から太
田川上流の達谷に入り、同川すじを下って平泉に
向かったのである。
　清衡の時代にこの堂宇に祀られた毘沙門天像は
その後焼失したが、恐らくは兜跋毘沙門天像で
あったと考えられる。
　岩手県は毘沙門天の信仰を考えるうえで特別な
地域で、成島毘沙門堂、藤里毘沙門堂、立花毘沙
門堂など重要文化財に指定される平安時代の古像
が北上山地西縁部に集中的に伝わり、なかでも成
島毘沙門堂像は像高４メートルほどのわが国最大
級の兜跋毘沙門天像として威容を誇る。かつての
蝦夷と朝廷との戦線に近く、毘沙門天の辺境守護
の性格から、これらは從来蝦夷鎮圧のための造像
と考えられてきた。
　しかし神田（1997）は、成島毘沙門堂像が獣皮
が背中を覆う服制を示すことなどから、造像は 10
世紀後半以降であることを明らかにした。それな
らば既に蝦夷との戦いは終息し東国軍事貴族を中
心とした新たな秩序が形成される時期である。
　したがって、毘沙門天堂建立の目的は、蝦夷へ
の備えというよりは「異界」に対する守りと捉え
る方が穏当である。兜跋毘沙門天は羅城門安置の
伝承からも明らかなように境界的な場所に多く祀
られるが、その目的は外敵の侵攻のみならず疫病
など様々な災いの侵入を防ぐことであった。
（米地文夫 ･神田雅章）
Ⅳ　清衡の仏国土と中尊寺
1．清衡の仏国土構想
（1）達谷窟と中尊寺
　一方、平泉の達谷窟は、征夷大将軍坂上田村麻
呂が悪路王ら蝦夷を征伐し 108 体の毘沙門天像を
安置したと伝えるが、東北の毘沙門天の霊場の多
くは、田村麻呂伝説と結びつき後に作り上げられ
たところが大きく、この寺伝もその類であろう。
　筆者ら（米地・神田、2013）はこの達谷窟にか
つて祀られていた毘沙門天像も、北上山地西縁部
のものと同時代、すなわち 10 世紀後半以降と推
定した。とすれば、安倍、藤原両氏らいわゆる東
国軍事貴族が、彼らの領地の南縁に設置した毘沙
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門天堂とみられる。大和政権側が北の守りとした
ものではなく、東国貴族側が南の守りとしたもの
なのであろう。（図参照）
　おそらく、東国軍事貴族は彼らの領地の北縁に
も毘沙門天堂を設置したと思われる。その有力な
候補地は岩手県二戸郡一戸町西法寺である。ここ
には毘沙門堂があり、坂上田村麻呂の開基で、本
尊の毘沙門天立像は慈覚大師が造ったという伝説
がある。現存する堂宇は県指定、像は町指定の文
化財で、ともに近世初期に再建、再置されたもの
である。
　清衡は宗教都市・平泉を建設しようとしたと
き、その場所を達谷窟毘沙門天堂の近くに選んだ
のは、高橋（1978、1993）が指摘したように、
＜安倍氏や清原氏は「奥六郡の司」として胆沢城
周辺を本拠としていたのに対して、清衡は奥六郡
を越えてその南に首都を造った＞ということで
あった。
　清衡の都市・平泉建設以前に、すでに平泉は宗
教的な場であった。それには達谷窟に近いことが
関わっているらしい。達谷窟の西南西の本寺、か
つての骨寺、にある山王窟に伝わる伝説では、白
山信仰の越前の拠点である平泉寺（へいせんじ）
白山神社から来た修験者が山王窟を祀ったとさ
れ、付近には平泉野という地名も残る。山岳修験
の大勢力である白山信仰が山王窟に伝わり、それ
が達谷窟に移ったとみられる。とすれば、達谷窟
は「平泉」の名の基になった可能性が高い。その後、
平泉が天台教学の寺院が置かれる時代にも、達谷
窟との強い結びつきは変わらなかった。
　宮沢賢治がこのようなことを知っていたか否か
はわからないが、清衡が達谷窟の毘沙門天からの
啓示を受ける、という物語詩は、このような背景
とも矛盾しないのである。
（2）清衡の意図を中尊寺落慶供養願文に探る
　賢治は前節で述べたように奥州藤原氏の終焉
と、それにも拘わらず遺しえた仏国土の物語詩と
して「中尊寺（一）」を創った。さらに賢治は、
その仏国土の創生をも物語詩として描きたかっ
た、と筆者らは考えた。
　賢治が老境の清衡を題材とし、しかも仏国土の
建設を描こうとしたとすれば、当然、「中尊寺落
慶供養願文」５）を読み、これを参照して詩を創っ
たのであろう。この願文は「中尊寺建立供養願文」
とも呼ばれるもので、中尊寺落慶の際に清衡が読
みあげた「供養願文」とされるが、正本は現存し
ておらず、北畠顕家の筆写したものと藤原輔方（す
けかた）の奥書のあるものとの二つの写本が残さ
れている。その中から、この詩の発想に繋がると
思われる部分を原文（『平泉町史』所収）のまま
掲げる。
　　 以前善根旨趣、偏奉為鎮護國家也、所為者何、
弟子者東夷之遠酋也、生逢聖代之無征戦、長
屬明時之多仁恩、蠻陬夷落為之少事、虜陣戎
庭為之不虞、當于斯時、弟子苟資祖考之餘業、
謬居俘囚之上頭、出羽・陸奥之土俗、如従風草、
粛愼把婁之海蠻、類向陽葵、垂拱寧息三十餘
年、然間時享歳貢之勤、職業無失、羽毛歯皮
之贄、参期無違、因茲乾憐頻降、遠優奉國之
節、天恩無改、己過杖郷之齢、雖知運命之在天、
争忘忠貞之報國、憶其報謝、不如修善、是以
調貢職之羨餘、抛財幣之涓露、占吉土而建堂
塔、冶眞金而顯佛経、経蔵・鐘樓・大門・大
垣、依高築山、就窪穿池、龍虎協宜、即之四
神具足之地也、蠻夷歸善、豈非諸佛摩頂之場
乎、又設萬燈曾供十方尊、薫修定遍法界、素
意盍成悉地
　この「中尊寺落慶供養願文」のなかで、弟子す
なわち清衡は、自らを東夷之遠酋なり、と称し、
征戦の無い世に逢った、というのは彼の後半生の
三十余年を指している。もちろん、彼の若い時代
には後三年の役などの戦乱の時期があり、「ロマ
ンツエロ」のなかで「悪道」というのは、清衡の
前半生において武将として戦時の殺戮に加わった
ことの報いとして、死後落ちる、地獄、餓鬼、畜
生の三道を意味している。たしかに、肉親相食
み、残忍な闘いと処刑があり、悪道に落ちる定め
であったといえよう。
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　清衡がなぜ仏国土を造ろうとしたかについて長
岡（2014）は、願文の前掲箇所の前に書かれてい
る次の部分に注目している。
　　 右、築山以増地形、穿池以貯水脈、草木樹林
之成行、宮殿樓閣之中度、廣樂之奏歌舞、 大
衆之讃佛乗、雖為徼外之蠻陬、可謂界内之佛
土矣
　そして、「界内」つまり「この世」に構築され
る「仏土」すなわち「仏国土」として構想されて
いる、と長岡は説いている。
（3）かぶら矢の物語
　清衡は杖郷之齢、すなわち六十歳を過ぎてから、
修善、善行をつもうと、蠻夷を歸善させるための
宗教都市建設を始め、その中心としての中尊寺を
建立したのである。
　その機縁が、毘沙門天からの憐れみの鏑矢で、
善行を積むようにというメッセージであったとい
う物語を賢治は考え、詩にした。清衡は運命の子
であり、自らは欲せざる戦乱に巻き込まれていっ
たことが、毘沙門天の憐れみと救いを受けること
となったのである。
　和弓は射程距離が短く百メートルに満たない
が、鎮西太郎為朝の強弓伝説などは、一里先の岩
を射て粉砕したとか、洋上十八里を越えたとか、
と語られており、毘沙門天ならば達谷窟から平泉
まで一里半はもちろんのこと、豊田館までの五里
先までも鏑矢を射込むことができる、ということ
になろう。
　筆者らは、したがって達谷窟の毘沙門天が清衡
のもとへ鏑矢を射込んで、清衡の前半生の悪行が
赦されるように善行を積めと伝えた、と解する。
そして、清衡は賜ったその鏑矢を天下に鳴らして
仏国土を造ること、その中心としての中尊寺を建
立することを宣言した、という物語を賢治は詩に
したかったのである。
（米地文夫 ･神田雅章）
Ⅴ　賢治の仏国土と中尊寺
1. 賢治の中尊寺に関わる作品
（1）中学生賢治の短歌
　賢治は、盛岡中学校三年生であった 1911（明
治 44）年 5 月、修学旅行で平泉を訪れている。
その折の短歌は次の数首であった。
　　中尊 寺／青葉に曇る夕暮れの／そらふるはし
て青き鐘鳴る
　　この堂は青葉めぐらし／僧一人
　　　　大なる口を歪めてゐたり
　　白き そらいとも近きに／この堂は／青葉めぐ
らし僧一人ゐし
　　義経の経笈を守る山僧の
　　　　うなじ膨らし縁にうちゐて
　　膨れたるうなじめぐらし／さりげなく
　　　　そらごといへば／いよいよさびしき
　　にせものの／像をゆびさし
　　　　さりげなくそらごとをいふ／山僧の一人
　　桃青の／夏草の碑はみな月の
　　　　青き反射のなかにねむりき
　第一首と第七首は、中村（1993）が「新鮮な
十五歳の歌」で「すばらしい」と評したとおりで
ある。しかし、晩年の賢治は二首目以下第六首ま
での短歌にこだわった。これらの短歌に義経の経
笈が詠み込まれているから、中尊寺境内の愛宕堂
（通称弁慶堂）で詠んだものとみられる。像を指
してどんな「そらごと」を言ったかはわからない。
　これについて、森（1974）はこう書いている。「青
年のけっぺきな精神がはげしく白く燃えていて、
ほんとうに気持ちがいい。」　しかし、それらを次
節の文語詩にしたのは、上記の理由だけとは思え
ない。
（2）文語詩「中尊寺〔二〕」
　賢治は「中尊寺」と題する詩を二編書いた。両
者の区別のため、研究者らにより、番号が付され
ている。
　　　　　　　　中尊寺〔二〕
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　 　 白きそらいと近くして／みねの方鐘さらに鳴り
　　 青葉もて埋もる堂の／ひそけくも暮れにまぢ
かし
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　　 僧ひとり縁にうちゐて／ふくれたるうなじめ
ぐらし
　　 義経の彩ある像を／ゆびさしてそらごとを云
ふ
　おそらくは、中尊寺の虚実を叙事詩化したかっ
たのではないだろうか。通称弁慶堂で、弁慶の像
ではなく、義経の像を指して語った「そらごと」は、
中学生の賢治には、たわいない「そらごと」だっ
たかもしれない。
　しかし平泉を、平和を願う宗教都市として捉え
ようとする晩年の賢治にとっては、「そらごと」
は義経を指して平泉の軍事都市的性格を語った虚
構と考えたのではあるまいか。
（3）文語詩「中尊寺〔一〕」
　もう一つの文語詩「中尊寺〔一〕」は、七重の
舎利塔すなわち金色堂に銀のかたびらをつけた
「大盗」が入り宝物を盗もうとするが、果たせない、
という内容で、その下書きが「雨ニモマケズ手帳」
にこう記されている。
　　 ぬすまんとして立ち膝し、／その膝、光かゞ
やけり
　　 ぬすみ得ず十字燐光／やがて祈りて消えにけ
り
　「文語詩稿 一百篇」では、次のようになる。
　　　　　　　　中尊寺〔一〕
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　　　七重の舎利の小塔に、蓋なすや緑の燐光。
　　　大盗は銀のかたびら、
　　　　をろがむとまづ膝だてば、
　　　赭のまなこたゞつぶらにて、
　　　　もろの肱映えかゞやけり。
　　　 手触れ得ず十字燐光、大盗は礼してき没
き
ゆ
　　　　る。
　この詩については宮城・對馬（1987）や牛崎
（1999）の優れた論考があり、大盗とは源頼朝を
表すという見解を提示している。筆者らも賛同す
るが、さらに盗むの意味を明確にこう考えている。
それは、頼朝は焼失を免れた中尊寺などの寺宝を
鎌倉に運ばせることを意図していた、という推論
である。
　鎌倉は一般にはその政治的役割や要塞の地であ
ることが語られるが、頼朝は平泉を模して宗教都
市を造ったのでもあった。頼朝の立てた三大建築
物のうち残っているのは鶴岡八幡宮のみである
が、他の二つ永福寺と勝長壽院とは、ともに中尊
寺の金色堂や金堂、大長壽院などをモデルとした
のであった。
　これらの寺院に平泉の寺宝を移す、すなわち盗
み取ってくることもできた筈であるが、それをせ
ず、中尊寺や毛越寺の所領を安堵し、建物や寺宝
を守るよう部下に命じた。十字の燐光を拝し、藤
原氏の描いた仏国土の夢の名残を、現地にそのま
ま保存させて去ったのである。
　それは軍事的勝利者である頼朝も、奥州藤原氏
が築いた精神的世界、平和を願う祈りの場を侵す
ことはできなかったことを意味している。
２．賢治の仏国土への想い
（1）「雨ニモマケズ手帳」の宗教的世界
　単に年齢からのみ、賢治がこの詩の中の語り手
すなわち主人公を藤原清衡とし、毘沙門天からの
鏑矢を受けたもの、とすることには異論もあるか
も知れない。そこで、その傍証となりそうな記載
を、この詩の載る「雨ニモマケズ手帳」から拾っ
てみると次の点が目に付いた。
　　　① 「山上の堂のくらやみ」と題する詩があ
り、これは「文語詩稿　一百篇」のなか
に「中尊寺（一）」として収められてい
る詩の先駆形である。
　　　② 「経埋ムベキ山」という山名リストがあ
り、中尊寺対岸の束稲山も挙げられてい
る。
　　　③ 「経埋ムベキ山」とは経筒に経を入れて
山頂に埋めるべき山のことであるが、清
衡が平泉の金鶏山に経筒を埋めたことは
良く知られている。
　　　④ 経筒の絵の描かれたページのすぐ次の
ページには、「大毘沙門天王／南無浄行
菩薩／南無上行菩薩／南無妙法蓮華経／
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南無無辺行菩薩／南無安立門菩薩／大持
國天王」とある。
　以上が、全体で 162 ページ分ある手帳の後半部
に載っている。「ロマンツエロ」は、手帳の前の
15 ～ 16 ページに記入されているので、その前後
もみてみる。
　P ４、　　 「南無妙法蓮華経」：日蓮のお題目な
ど列記
　P ５-11、 「病血熱すと雖も」：病中にあっての
祈り、自らの病躯を「或は天或は菩
薩或は佛の国土たらしめよ」とある。
　P12-14、 「草の花」：一茶の句、南無二日月の
語が入っている
　　　　　「他の非を忿りて」：自戒の言葉
　P17-25、 「十月廿日」：病気の幼児を救って欲
しいという祈り、その子は「合掌し
法華の首題も唱へ」る子であるとい
う。
　P25-26、 「伝教大師」：天台宗の宗祖、すなわ
ち中尊寺の宗祖
　P27-28、 「是人命終」：法華経からの抄出句
　このように、「ロマンツエロ」前後の記載は宗
教的内容で、現世に仏国土を ･･･ と願う宮沢賢治
の祈りがこめられており、その間に中尊寺を中心
に仏国土を築こうとする清衡を描いた詩が入るの
には違和感はない。
　ここまでの議論では、この詩が「雨ニモマケズ
手帳」にあるが、有名な「雨ニモマケズ」との関
連に触れていない。実は「雨ニモマケズ」は、こ
の手帳のなかの異質な部分なのである。この手帳
の研究を行なった小倉（1978）が、「『雨ニモマケ
ズ』の詩―いな詩の形をとった誓願文とでもいう
べきもの―」と定義した上、こう述べている。
　　 　私は、この「詩」に初めの頃は魅せられて
いたのであるが、長い年月を経る間に、これ
は病中の賢治がふと書き流したもので、彼自
身、あまり重きをおいていなかったのではあ
るまいかと次第に思うようになった。
　基本的には、筆者らも同感である。ただし、小
倉はこの手帳から賢治は「幻の病中記」を編もう
としていた、と考えているが、筆者等は「ロマン
ツエロ」という詩集を編みたかったのである、と
思う。
　賢治は、その詩集「ロマンツエロ」に、この世
に仏国土を造り、万民、いや鳥獣虫魚草木に至る
まで、衆生全てが法華経により救われるように、
という願いを盛り込もうとしていたと考える。
　したがって賢治個人の願望を書いた「雨ニモマ
ケズ」は一時の思いつきによる落書きというべき
であろう。
　とすれば、この手帳は「ロマンツエロ手帳」と
呼ばれるべきものであったのである。
（2）賢治は能から発想を得たのではないか
　賢治の平泉に関わる文語詩に能の影響が見られ
ることは、文語詩「中尊寺〔一〕」を取り上げた宮城・
對馬（1987）の論考で主張されている。両氏によ
れば、「中尊寺〔一〕」は能「舎利」と「驚くべき
共通性がみられる」といい、賢治がこれに想を得
た可能性が高いことを示唆した。
　平泉の中尊寺には、能楽堂があり、古来、能楽
が演じられてきた。晩年の賢治は、俳句や菊作り
など、日本古来の伝統にも親しんでおり、能にも
関心を抱いたのであろう。
　また、1923 年にノーベル文学賞を受賞したア
イルランドの詩人イェイツ（1865 － 1939）は、
その作風が賢治に近く、賢治が強い関心を寄せて
いた作家と考えられる。そのイェイツが日本の能
に強い関心を持ち、英語の能相当の舞踊劇を創り、
1916 年にロンドンで上演したことは、日本にも
よく知られていた。
　これらのことから、賢治がこのいわゆる「ロマ
ンツエロ」においても、能から発想を得た可能性
が高い。
　能 ｢田村｣ の坂上田村麿が、清水寺の千手観音
に祈念し、鈴鹿山の鬼神を討ちに向かったところ、
千手観音が放った千本の矢が光を放って虚空を飛
び、鬼神を討った話や、それと関わる『田村の草
子』の話などからの連想であろう。後者は、筑紫
の浜辺の窟に篭もる鬼神高丸を討つべく、田村利
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仁将軍が千手観音に祈り得た「神通の鏑矢」を射
ると、千本の矢先と化して、高丸とその眷属を全
滅させた話である。
 これらを基に、宮城・岩手の旧伊達領の奥浄瑠
璃の田村麻呂が毘沙門天と千手観音の加護によ
り、達谷窟などで大獄丸を倒す、という物語とな
る。
　かぶら矢はこれらの田村伝説から想起されたの
ではないだろうか。
　また、仏国土の創造を促す、というテーマは、
当麻（たいま）曼荼羅を織り上げた中将姫の伝説
を題材にした能「当麻（たえま）」などに倣った
ものと思われる。仏の啓示と加護により、極楽浄
土を描いた曼荼羅を出現させた物語は、清衡の中
尊寺建立の話と相通ずるものがある。
（米地文夫 ･神田雅章）
Ⅵ　清衡と賢治をつなぐもの
1．清衡の願いと賢治の想いと
（1）清衡の願文にみる法華経への願い
　前述の清衡の願文には次のような文言もある。
　　　千部法華経、
　　　千口持経者、
　　　 右、弟子運志、多年書写之僧侶、同音一日
転読之、一口充一部、千口盡千部、聚蚊之
響尚成雷、千僧之声定達矣、
　すなわち、弟子清衡は志により多年、僧に千部
の法華経を書写させ、千人の読経者を揃えました
ので、一人に一部、千人にその千部の法華経を唱
和させます、その声は雷鳴の如く響くでしょう、
という意である。
　また、『吾妻鏡』文治５年の項にある、中尊寺
衆徒が鎌倉へ差し出した「寺塔已下注文」による
と、中尊寺の寺塔の筆頭には清衡の建てた「多
宝寺（塔）」が記されている。この塔は法華経を
唱える釈迦を讃えるべく、多宝如来が七宝の塔を
湧出させ、中に釈迦を招じ入れ共に座した、とい
われるもので、法華経を信ずる者の祈りを聞きと
どけるという、中尊寺の中でも最も大事な建物で
あった（焼失し現存せず）。
　このように法華経を信じ、護持しようとする清
衡の後半生を知り、同じく法華経に帰依する賢治
は深く心打たれたことであろう。その清衡に自ら
を重ねて、この物語詩「ロマンツエロ」を賢治は
書こうとしたのである。
　なお、高齢という点では合致するとはいえ、詩
の語り手の老人は自らを七十路というが、藤原清
衡の願文には杖郷を過ぎとあり、六十代で、詩と
は合わない。清衡は 1128 年（大治 3）年、数え
73 歳で没するが、中尊寺はその前年に落慶して
いる。「ロマンツエロ」に六十でなく七十路とあ
るのは、賢治が中尊寺落成時の清衡の年齢に合わ
せたと考えられる。
（2）いわゆる「ロマンツエロ」の運命
　いわゆる「ロマンツエロ」からは、その意味が
なかなか読み取れない、という意見もあろう。確
かに賢治は手帳の上で推敲を重ねたが、その結果、
むしろ難解になっている。その点では、初期の形
「わが身の乱をあはれみて、おんかぶらやを賜ひ
しか」、がわかりやすく、次のように解される。
　すなわち毘沙門天は、清衡が前半生の乱におけ
る悪業の報いを受けるであろうことを憐れみ、清
衡に「善行を積め」と鏑矢で指示し、しからばお
前は救われよう、と伝えたということなのである。
　賢治は、この詩をロマンツエロの一つとして書
いた。清衡の中尊寺建立という史実からイメージ
を膨らませた叙事詩であるとともに、彼の詩には
珍しく、「あななつかしや　なつかしや」と感情
を表す詩句で始まる抒情詩的な要素もあり、仏国
土を現世に築こうとした英雄譚として文語詩のな
かでも屈指のものとなるはずであった。
　しかしながら、この詩は手帳上に記されたのみ
にとどまり、「文語詩稿　一百篇」や「文語詩稿
　五十篇」には採用されていない。賢治が後世に
遺そうと纏めたこの両篇には、「雨ニモマケズ手
帳」の文語詩草稿六篇の中から「中尊寺（一）」、「涅
槃堂」が前者に、「〔たそがれ思量惑して〕」、「〔き
みにならびて野に立てば〕」が後者に収められた
が、このいわゆる「ロマンツエロ」と「不軽菩薩」
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の二篇は外されている。
　しかし、「不軽菩薩」の方はその後、詩稿用紙
などを用い、二度の推敲をした下書き稿が残され
ている。
　なぜ、この詩いわゆる「ロマンツエロ」が定稿
とならなかったばかりか、推敲した下書稿さえな
いのか。その理由は次のようなことではないだろ
うか。
　まず、この詩を完成させようとすれば、清衡の
前半生の騒乱期を詩に組み込まねばならず、また、
鏑矢が何を伝えたのか、清衡がそれに応えて、何
を行ったか、などを詳しく語る詩としなければな
らない。しかし、賢治の文語詩は岡井（1990）が
いうように、概ね短詩で、多くても八行以内がほ
とんどである。したがって、長編の叙事詩化はな
されなかったのである。
　清衡が築こうとした仏国土が、この世の浄土を
創ろうとするものであったことも、この題材を詩
とする上で問題ではあったろう。浄土真宗を捨て、
法華信仰に生きた賢治は、作品に浄土という言葉
を用いなかった。若い頃、浄土ヶ浜を訪ねた賢治
は、同地で詠んだ歌のなかで、「寂光ヶ浜」とい
う名に言い換えたほどであった（米地・小向・假
屋、2005）。
２．清衡と賢治をつなぐもの
（1）清衡と賢治をつなぐ法華経
　平泉への賢治の関心を探るにはもう一つの視
点、法華経陀羅尼品第二十六の問題がある。それ
を示唆する見解は、八田（1999）が對馬（1987）
の論を踏まえて行なった賢治文語詩「祭日〔二〕
の分析にみることができる。まず、その詩をみて
みよう。
　　　　　　　　祭日〔二〕
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　　　アナロナビクナビ睡たく桐咲きて
　　　峡に瘧のやまひつたはる
　　　ナビクナビアリナリ赤き幡もちて
　　　草の峠を越ゆる母たち
　　　ナリトナリアナロ御堂のうすあかり
　　　毘沙門像に味噌たてまつる
　　　アナロナビクナビ踏まるゝ天の邪鬼
　　　四方につゝどり鳴きどよむなり
　八田（1999）は、次のように言う。
　　　 「アナロナビクナビ」のような一連の呪文
は『法
ほ
華
け
経
きょう
陀
だ
羅
ら
尼
に
品
ほん
第二十六』の途中よ
りおこされ、各聯で尻取り式につなげられ、
四聯で一巡している。その意味は、「仏の
真実の教えは無限である。真実の教えに敵
はない。信仰に励むうえで心に少しも弛み
があってはいけない。仏の慈悲も教えも無
量である。仏の教えがいちばん優れている。
仏の教えの他に何の富があろうか。
　　　 「阿
ア
梨
リ
　那
ナ
梨
リ
　菟
ト
那
ナ
梨
リ
　阿
ア
那
ナ
廬
ロ
　那
ナ
履
ビ
　拘
ク
那
ナ
履
ビ
」
　このなかの重要な点は、法華経陀羅尼品第
二十六を、賢治が毘沙門天への祈りの言葉として、
詩のなかに織り込んだことを八田が指摘している
ことである。
　一方、清衡の精神的基盤は大矢（2013）が指摘
したように法華経であった。大矢は「法華経徒清
衡」とさえ呼ぶ。毘沙門堂によって境界を画した
奥六郡の支配者である清衡が、自身法華経徒であ
るならば、毘沙門天の役割を法華経陀羅尼品第
二十六が説いていることを知っていたであろう。
　すなわち、清衡と賢治とを繋ぐものは、法華経
陀羅尼品第二十六のなかに登場する法華経徒の守
護者としての毘沙門天なのである。日蓮が登場す
る以前のこの国において、その日蓮に最も近い考
えを持った人物として、賢治は清衡を捉えていた
のであろう。
　この詩を、清衡が毘沙門天から鏑矢を賜り、そ
れを射て、仏国土建設を天下に宣言せよ、という
ことを指示される、と解する筆者らの考えは一見、
飛躍がありすぎるように見えるかも知れない。し
かしながら、賢治が清衡の仏国土建設を謳おうと
したとき、彼の脳裏に法華経陀羅尼品第二十六が
浮かび、毘沙門天が想起されたと考えるのは、む
しろ自然なのである。
　そして、藤原氏の直轄地である奥六郡（および
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山北三郡）と南方の間接的支配地（衣川関以南～
白河関以北）との境界を守る達谷に祀られた毘沙
門天からの鏑矢による啓示を受けた清衡が仏國土
の建設を発意し、その毘沙門天の加護を受ける平
泉の地をその中心として選ぶことになるわけであ
る。
　厳密に言えば、奥六郡のさらに南の岩井郡に都
市平泉を建設した。その位置は奥大道が衣川の関
を越えて、いわゆる関山の中尊寺を越えた所に宗
教都市を造ったのである。
　その場所は、北上川を用いる舟運の要地であ
り、陸路と水路の近接した所である。陸路の奥大
道は都市平泉からは南西に達谷窟へと向かうので
ある。このような位置関係は入間田（2003）の著
書に詳しい。
　逆に南の伊治郡までの奥大道を北上してきた旅
人にとっては、奥六郡との境界をなす地域である
岩井郡に入ると、奥六郡を守るように磐井川やそ
の北の丘陵があり、その丘陵を越えた所に達谷窟
がある。
　したがって、都市平泉は北西を関山中尊寺に
よって護られ、南西を達谷窟で護られている、ま
さに宗教都市なのである。
（2）清衡も賢治も仏国土の創造をめざした
　藤原清衡がどのような仏国土を創っていった
か、それを『吾妻鏡』の文治五年九月十七日の条
に記されている「寺塔已下注文」にみてみよう。
1189（文治５）年 9月、奥州藤原氏滅亡直後に中
尊寺など平泉の寺領について安堵を願い出た折の
文書である。以下、この「寺塔已下注文」のうち、
中尊寺に関わる部分の記載を読み下して掲げる。
　　　一、関山中尊寺の事
　　　寺塔四十余宇。禅坊三百余宇なり。 
　　 　清衡は六郡管領の最初にこれを草創せり。
まず白河関から外が浜までは二十余日の行程
なり。そ の路に一町ごとに、笠率都婆を立て。
その面に金色の阿弥陀像を図絵し、国の中心
を計り当てて山頂上に一基の塔を立てり。ま
た寺院の中央に多宝寺有り。釈迦多宝の像を
左右に安置せり。その中間に関路を開いて、
旅人往還の道と為す。次に釈迦堂に百余体の
金容を安ずるは、すなわち釈迦像なり。次に
両界堂の両部諸尊は、皆木像にして皆金色な
り。次に二階大堂（大長寿院と号す）は高さ
五丈。本尊は三丈の金色の弥陀の像、脇士九
体は同じく丈六なり。 
　　 　次に金色堂は上下の四壁、内殿皆金色なり。
堂内に三檀を構へ、悉く螺鈿なり。阿弥陀三
尊、二天、六地蔵、定朝これを造る。鎮守は、
すなわち南方に日吉社を崇敬し、北方に白山
宮を勤請せり。この外宋本の一切経蔵、内外
陣の荘厳、数字の楼閣、注進にいとまあらず。
およそ清衡の在世三十三年の間、わが朝の延
暦、園城、東大、興福等の寺より、震旦の天
台山に至るまで、寺ごとに千僧を供養せり。
（清衡は）入滅の年に臨みて、にわかに逆善
を修し始め、百か日結願の時に当り、一病無
し、而して合掌し仏号を唱へ、眠るが如く閉
眼しおわんぬ。 
　この文は単に寺塔などの建物の記載にとどまら
ず、領地全体の仏国土化や、清衡の 33 年の治世
における仏法の守護や、祈りとともに迎えた最期
などにも触れている。
　この日、頼朝は「御信心を催され」平泉の寺院
に対する寺領の全ての寄付や法灯の護持を宣し
た。これは、前述の文語詩「中尊寺（一）」の大
盗頼朝が、礼して去る、の場面に当たる。
（3）「みんなの幸い」のために
　ここまで、清衡は毘沙門天の鏑矢によって、善
業を積むことになった、と述べてきた。しかし、
清衡が願ったのは、彼個人を救うためばかりでは
なく、生きとし生けるもの全ての救いである。
　長岡（2014）も、それによって救われるのは清
衡個人のみではなく、「あらゆる者が幸いを得る
ことによって」「鎮護国家」が実現する、と願文
はいっている、と解している。
　これは、みんなの幸いを願う賢治と共通してい
る。
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　このような平泉建設の機縁を詠う詩を賢治が構
想したことは素晴らしいことではあったが、その
ような壮大なロマンツエロすなわち物語詩を描き
上げる時間は、もう宮沢賢治には残されていな
かった。そして遂に未完におわったことは誠に残
念なことである。しかし、手帳の発見によって、
賢治の祈りと願いを我々が知ることができたので
ある。
（米地文夫 ･神田雅章）
おわりに―賢治もまた鏑矢を受けた―
　宮沢賢治は 1931（昭和６）年 10 月から約２ヶ
月の間、いわゆる「雨ニモマケズ手帳」を使用した。
このとき、賢治は満 35 歳、数え 36 歳であったが、
病床にあってすでに死期が近いことを自覚してい
た。七十路に達した藤原清衡を詠う詩を、なぜ書
いたのであろうか。
　その一因は、この 1931（昭和６）年の 2 月か
ら 9月下旬の結核の再発まで、すなわち病臥直前
まで、現一ノ関市の東山町にあった砕石工場の技
師を勤め、同工場への鉄道による往復の際に通過
する沿線に平泉があったため、かつて訪れた印象
を想起するなどしたからであろう。
　しかし、最も重要な要因は、賢治は三十代半ば
ではあったが、すでに老境の清衡の心境がよく理
解できたからではないだろうか。
　清衡が仏国土をこの世に実現させようと発願し
たように、賢治も岩手の地を仏国土とすることを
願っていた。同じ「雨ニモマケズ手帳」のなかの
「経埋ムベキ山」の範囲こそ、彼の仏国土であった。
そして、「経埋ムベキ山」の分布範囲が、清衡の
仏国土の中心である奥六郡および磐井郡の範囲と
ほぼ一致するのは、単なる偶然ではないであろう。
このことを裏付ける詩が、「文語詩稿　一百篇」
にある。
　　　　　　　　　　国土
　　　　　　　　　　　　　　　宮沢賢治
　　　青き草山雑木山、はた松森と岩の鐘、
　　　 ありともわかぬ襞ごとに、白雲よどみかゞ
やきぬ。
　　 　 一石一字をろがみて、そのかみひそにうづ
めけん、
　　　 寿量の品は神さびて、みねにそのをに鎮ま
りぬ。
　 この「寿量の品」が法華経なのである 6）。
　賢治は残念ながら清衡の半ばに過ぎない短い人
生であった。しかし、戦乱が収まったあとの清衡
の後半生と、賢治の人生とは、ほぼ同じ長さであ
る。賢治もまた毘沙門天の射た鏑矢の風を切る響
き、毘沙門天の声を聞き取り、みんなの幸せを願っ
て仏国土を築こうとしていた、ということなので
あろう。
　それにしても、900 年も前に、戦乱の前半生を
悪と捉え、後半生は平和な世界の創造に努めた藤
原清衡の偉大さに較べて、今、平和を捨て、戦爭
へと国を導こうとしている政治家は、なんと愚か
しく、限りなく危険で、卑小なことであろうか。
（米地文夫 ･神田雅章）
　後記：この報文は一ノ倉俊一氏を加えた三名の
賢治の毘沙門天関連作品に関する共同研究（米
地・一ノ倉・神田、2013）の続編です。一ノ倉氏
は 2013 年 9 月に七十路半ばで長逝されました。
　また、大矢邦宣氏は筆者ら、特に神田の研究に
注目され、励ましてくださった方でしたが、2014
年 1 月逝去（数え七十一歳）されました。
　お二人の御冥福を心から祈り、この論文を捧げ
ます。
　本稿を纏めるに際し、熊谷誠氏および玉山香織
氏の協力を得ました。謝意を表します。
【注】
１） 「ロマンツエロ」は「ロマンツェロ」と活字化される
こともある。賢治自身の手書き原稿を見るとどちらと
も取れるものが多いが、本稿では原則として「ロマン
ツエロ」の表記を用いる。　
２） 宮沢賢治の作品として遺されたものの多くは、活字化
されていなかった。したがって、それらは厳密に言え
ば「稿」を付して呼ぶべき性質のものである。例えば、
「銀河鉄道の夜」は米地（2013）において指摘してい
るように多様な原稿の総称に過ぎない。言うなれば、
「銀河鉄道の夜　稿」とすべきものである。これに対
して、「春と修羅　第二集」やいわゆる「文語詩稿　
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五十篇」や「文語詩稿　一百篇」のように定稿とした
ものは、「稿」の文字は削るのが妥当である。したがっ
て、「文語詩五十篇」同じく「文語詩一百篇」と呼ぶ
べきであろう。ただし、本稿においては従来の表記を
用いる。　
３） 大畠ヤス子との恋については佐藤（1981、1984）や澤
口（2010）の著作に詳しい。また澤田キヌという恋人
を想定した説として澤田（2010）の著書がある。
４） このことを原（2013）の語彙辞典の「ロマンツエロ」
の項はほぼ的確に説明しているものの、「賢治にも同
名の題の詩がある。」と述べ、「ロマンツエロ」が詩の
題であるという間違いをしている。
５） 現在では、この願文をめぐり、偽作説をはじめ多くの
論述が公にされている。詳しくは入間田（2013）のこ
の問題についての展望を参照されたい。
６） 浜垣（2005）がこの詩を、「草木国土悉皆成仏」の語
を踏まえたものと解し、賢治が島地大等の講話から学
んだものと推定しているのは卓見である。
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図：奥六郡と毘沙門堂およびエミシ道との関係略図
　本図は米地・一ノ倉・神田（2013）の図 2を改
変補訂したものである。細部については同論文お
よび図を参照されたい。
　毘沙門ラインを構成する毘沙門堂は北から順に
成島、立花、藤里の各毘沙門堂である。
　南端に離れて位置するものが達谷窟毘沙門堂
で、中尊寺を持つ都市平泉に近接する。
　奥の大道は、南南西の伊治郡から達谷窟を経て
平泉に至る。錯綜を避けるため図には名を挙げな
かったが、伊治郡と奥六郡とに挟まれて磐井郡が
あり、達谷窟や平泉が含まれる。
エミシ道は前図では陸路で示したが、本図では海
路を示した。恐らく、南下の際は海路を取り、北
上には陸路を用いたと考えられる。
Kenji Miyazawa’s Poem “Romanzero”
 and Fujiwara no Kiyohira:
What Did the Bow and Arrows of Bishamonten Convey?
Fumio Yonechi and Masaaki Kanda
Abstract 　　 　Kenji Miyazawa’s poem “Romanzero” tells of an elderly person moved by the honor 
of receiving a whistling arrow from the Buddhist deity Vaiśravan
4
a（Bishamonten in 
Japanese）. Traditionally, “Romanzero” has been considered a mysterious poem due to, 
for example, the inappropriate title ̶ Bishamonten does not have a bow and arrows 
̶ and it seems to have a religious context, but what is meant by that was unknown. 
However, these mysteries were solved when it was discovered that： 1）“Romanzero” 
actually originally signiﬁed a collection of ballad poems following the work of Heinrich 
Heine, 2）it was an untitled poem intended to be included in the collection, and 3）
it is not unnatural because in some cases Bishamonten did have a bow and arrows. 
The biggest mystery was the theme of this poem, which was solved when it was 
found that Fujiwara no Kiyohira, who had committed one misdeed after another on 
the battleﬁeld in the ﬁrst half of his life, reached advanced age, found inner peace, 
and showed mercy by holding Buddhist services for deceased friends, foes, and all 
things. For this, Bishamonten presented him with a whistling arrow and ordered him 
to compensate them by creating a Buddhaks
4
etra, or Buddha Land. Kenji intended to 
write his own poem on the history of a holy city, Hiraizumi, and Chusonji Temple. 
Kenji implied that Takkokunoiwaya Bishamonten inspired Kiyohira to build a holy 
city, Hiraizumi, and Chusonji Temple.
Key words 　 　Kenji Miyazawa, “Romanzero”, Fujiwara no Kiyohira, Bishamonten, whistling arrow, 
Hiraizumi
